
一　
二
一
世
紀
、教
育
の
構
造
変
化

二
一
世
紀
の
日
本
教
育
の
こ
れ
ま
で
の
二
〇
年
は
、
二
〇
〇
六

年
の
教
育
基
本
法
の
全
面
改
正
を
典
型
と
し
て
、
性
急
か
つ
強
力

に
、
そ
の
基
本
構
造
を
変
え
て
き
た
期
間
で
あ
る
。

第
一
に
、
教
育
目
標
の
細
部
に
及
ぶ
法
的
規
定
が
、
学
校
目
標

や
教
科
書
記
述
に
ま
で
浸
透
し
て
き
た
。
そ
の
典
型
は
、
改
正
教

育
基
本
法
第
二
条
で
の
「
目
標
」
列
挙
で
あ
る
。
そ
れ
は
五
項
目

の
態
度
養
成
と
二
六
細
目
に
わ
た
り
拘
束
性
が
強
い
。
基
本
法
と

い
う
大
枠
を
逸
脱
し
た
異
常
な
規
定
で
あ
る
。

第
二
に
、
教
育
政
策
と
行
政
分
野
に
数
値
目
標
と
点
検
の
シ
ス

テ
ム
化
が
導
入
さ
れ
、
細
部
に
わ
た
り
そ
の
実
施
を
強
力
に
進
行

し
て
き
た
。
第
一
七
条
に
、
国
家
と
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
「
教

育
振
興
基
本
計
画
」
作
成
と
そ
の
実
施
が
う
た
わ
れ
、
五
年
ご
と

の
計
画
達
成
を
毎
年
の
数
値
目
標
点
検
に
よ
っ
て
縛
っ
て
い
く
シ

ス
テ
ム
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

第
三
に
、
生
活
・
学
習
主
体
で
あ
る
子
ど
も
を
主
に
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
競
争
の
人
的
素
材
と
捉
え
、
自
己
責
任
感
を
植
え
付
け
適

応
的
に
行
動
す
る
よ
う
な
子
ど
も
観
の
浸
透
が
進
ん
だ
。
第
六
条

二
項
に
は
じ
め
て
、
子
ど
も
に
学
校
生
活
上
の
規
律
と
学
習
へ
の

意
欲
喚
起
を
求
め
る
条
項
が
入
っ
た
。
理
念
や
目
標
は
普
遍
的
に

示
し
、
国
家
や
地
方
公
共
団
体
は
そ
れ
を
実
現
し
て
い
け
る
よ
う

条
件
整
備
に
徹
す
る
と
い
う
一
九
四
七
年
教
育
基
本
法
の
基
本
構

造
の
枠
組
み
が
破
壊
さ
れ
た
。

第
四
に
、
長
時
間
過
密
労
働
で
疲
弊
し
た
教
師
へ
、
上
か
ら
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
順
守
と
相
互
点
検
で
馴
化
さ
せ
る
、
さ
ら
な
る
管

理
統
制
の
強
化
が
進
ん
だ
。「
働
き
方
改
革
」
な
る
施
策
も
、
そ

の
表
現
と
は
裏
腹
に
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
や
夏
・
冬
休
み
期
間
の
数

値
あ
わ
せ
な
ど
に
よ
る
労
働
時
間
の
形
式
的
な
順
守
傾
向
が
つ
く

ら
れ
る
一
方
で
、
過
密
労
働
や
ス
ト
レ
ス
過
多
の
状
況
が
蔓
延

し
、
操
作
さ
れ
た
数
字
以
外
で
の
実
質
的
な
残
業
が
常
態
と
な
っ

て
い
る
。

二
　「
学
び
方
」に
至
る
縛
り
の
強
化

こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
つ
い
に
学
習
と
指
導
の
あ
り
方

（
本
稿
で
は
こ
れ
を
「
学
び
方
」
と
言
う
）
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
、
縛

り
の
強
化
路
線
が
押
し
寄
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。

第
一
に
、
学
力
の
三
要
素
を
法
律
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
二
〇

〇
七
年
改
正
の
学
校
教
育
法
第
三
〇
条
二
項
に
、「
基
礎
的
な
知

識
及
び
技
能
」「
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
そ
の
他
の
能
力
」

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
が
示
さ
れ
た
。
学
力
の
法

律
化
は
、
自
由
闊
達
で
あ
る
べ
き
学
習
と
指
導
の
道
を
息
苦
し
く

さ
せ
て
い
る（（
（

。

第
二
に
、
育
て
た
い
も
の
を
資
質
・
能
力
に
限
定
し
、
し
か
も

そ
れ
を
次
の
三
本
柱
に
規
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
中
教
審
答
申

（
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
で
は
、「
個
別
の
知
識
・
技
能
」「
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」

が
示
さ
れ
た
。
も
と
も
と
資
質
・
能
力
と
い
う
用
語
そ
の
も
の

が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
で
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（com

petency

）
を

意
識
し
た
日
本
語
訳
の
表
現
で
あ
る
が
、
両
者
の
語
感
は
か
な
り

開
き
が
あ
り
、
と
て
も
同
一
の
も
の
と
は
受
け
止
め
ら
れ
な
い
。

第
三
に
、
二
〇
一
七
年
三
月
告
示
の
小
中
学
校
学
習
指
導
要
領

で
、「
学
び
方
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
（
本
稿
で
は
こ
れ
を
Ａ
と
す
る
）」
を
規
定
し
、
さ
ら
に

「
探
究
的
な
学
び
（
本
稿
で
は
こ
れ
を
Ｂ
と
す
る
）」
を
指
定
し
た
。

第
四
に
、
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
研
究
会
や
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
追
随
し
た
「
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
（
本
稿
で
は

こ
れ
を
Ｃ
と
す
る
）」
を
、
新
た
に
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
が
、「
令

「
学
び
方
」の
定
型
化
か
ら

解
き
放
た
れ
る
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